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第 214回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

国を超えて俯瞰的に見る 〜 時代の要請 〜 

  

2023年 11月 15日の順天堂大学での英語修士課程講義【大学院講義(英語コース)『病理腫

瘍病態学概論 Overview of Human Pathology and Oncology』】に赴いた。 留学生向けの英

語の授業である。 筆者は下記の３コマの講義を依頼された。  

【がんの定義、自然史と介入 Cancer】：10月 17日 15:15～16:45 

【発がん機構総論 Carcinogenesis】：11月 8日 15:15～16:45 

【環境因子とがん Environmental cancer】：11月 15日 15:15～16:45 

 

【授業の目的】：『人のからだに巣食ったがんに介入して、その人の死期を再び未確定の彼

方に追いやり、死を忘却させる方法を成就すること』である。『適時診断と的確治療』の実

現である。 がん治療にあたって、より患者の視点に寄り添うことが求められる。 本コース

は『がんの根幹を追求し、俯瞰的に物事を 総合的に見られるようにする』ことを目的とす

る。 

 

【授業の概要】：『潜在的な需要の発掘と問題の設定を提示』し、『がん学に新鮮な

インパクトを与え、ダイナミックにも魅力あるがん学の環境』を作らねばならない。 

これらを通して『実践的ながん学の涵養』を図る。 

 

【受講者へのメッセージ】：患者の視点に立った医療が求められる現代、がん学の在り

方を静思する。『ダイナミックな広々としたがん学は、時代の要請である』と考える。

『深くて簡明、重くて軽妙、情熱的で冷静をモットー』に、『胆力と品性をキーワー

ドに、時代の要請感のある授業』を目的とする。 

 

【到達目標】：複眼の思考を持ち、視野狭窄にならず、『教養を深め、時代を読む具眼の士』

の人材育成。 

 

真摯な質問も多くあった。 大いに感動した。 筆者の著書の『中国訳』(画像)を読ま

れたとのことである。 国を超えてお役に立てれば幸いである。 
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